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1 9 7 0  年 旧 阿 東 町 生 ま れ の 5 4  歳 。 三 谷 小 、
阿 東 中 、 山 口 高 卒 。 県 外 の 大 学 を 卒 業 後 、
阿 東 町 役 場 に 就 職 。 4 0  歳 で 退 職 し 、 阿 東
の 地 域 づ く り に 取 り 組 む 。 ほ ほ え み の 郷
ト イ ト イ の 立 ち 上 げ 人 の 一 人 。 地 元 少 年
野 球 チ ー ム の 監 督 も 務 め る 。
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自 身 が 事 務 局 長 （ 副 理
事 長 兼 任 ） を 務 め 、 設 立か ら 関 わ っ て き た Ｎ Ｐ Ｏ法 人 ほ ほ え み の 郷 ト イ トイ が 、 総 務 省 主 催 の ２ ０２ ３ 年 度 「 ふ る さ と づ くり 大 賞 」 で 優 秀 賞 を 受 けた 。  「 住 民 一 人 一 人 が 自分 の こ と と し て 課 題 に 向き 合 い 、 地 域 づ く り に 積極 的 に 関 わ っ て き て く れた お か げ 」 と 喜 び を 語る 。

旧 阿 東 町 地 福 地 域 に 存
在 し た 唯 一 の ス ー パ ー

「 Ａ コ ー プ 」  、 そ の 後 を 引

き 継 い だ 「 マ リ ン 」 が ２ ０１ ０ 年 に 撤 退 し た 。 折 し も同 町 が 山 口 市 と 合 併 し た 年で も あ り 、 地 域 づ く り に 専念 し よ う と 行 政 職 員 を 退職 。 長 安 正 巳 理 事 長 な ど 、地 元 住 民 ら で 手 を 携 え 、 ミニ ス ー パ ー 兼 交 流 拠 点 「 ほほ え み の 郷 ト イ ト イ 」 を
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年 に 開 設 し た 。 そ の 後 法 人化 し 、 移 動 販 売 や 介 護 予 防サ ー ビ ス 、 空 き 家 活 用 事 業な ど も 展 開 し て い る 。
今 後 の 目 標 は 「 子 ど も た

ち 同 士 の 交 流 の 機 会 を 増 やし た い 」 と 話 す 。

高 たか

田
た

新 しん

一 いち

郎 ろう

さ ん

「 ふ る さ と づ く り 大 賞 」 で 優秀 賞

ト イ ト イ 事 務 局 長

１ ４ ０ ０ 年 の 昔 か ら 数
多 く の 寺 院 が 建 立 さ れ た「 奈 良 大 和 路 」 に は 、 数多 く の 〝 み ほ と け 〞 が 伝え ら れ て い る 。 そ し て 、ほ の ぼ の と し た 風 情 を 漂わ せ る 景 色 と 古 寺 を 抱 くこ の 地 は 、 會 津 八 一 、 和辻 哲 郎 、 亀 井 勝 一 郎 、 志賀 直 哉 な ど 、 日 本 を 代 表す る 文 士 を 引 き つ け 、 彼ら は 巡 礼 す る か の ご と く訪 れ た 。 こ の 展 覧 会 では 、 文 士 た ち の 言 葉 も 引用 し な が ら 、 仏 像 を 中 心と し た 奈 良 大 和 路 の 魅 力を 伝 え て い る 。 さ な が ら「 小 さ な 巡 礼 地 」 の 様で 、 さ ま ざ ま な 表 情 の〝 み ほ と け 〞 と 対 面 す るこ と が で き る 。

ま ず 「 斑 鳩 ・ 矢 田 エ リ
ア 」 か ら は 、 法 隆 寺 の 国宝 ・ 観 音

菩 ぼさつ

薩
立 像 や 、 霊

山 寺 の 国 指 定 重 要 文 化財 ・ 十 一 面 観 音 菩 薩 立 像が 展 示 。 前 者 は 、  「 こ の像 に 祈 る と 悪 夢 が 吉 夢 に変 わ る 」 と い う 伝 承 か ら「
夢 ゆ め

違 ち が い

観 音 」 の 愛 称 で 知

ら れ て い る 。

「 西 ノ 京 ・ 佐 保 ・ 佐 紀
エ リ ア 」 か ら は 、 薬 師 寺の 国 指 定 重 要 文 化 財 ・ 弥勒 菩 薩

坐
ざ

像 ぞ う

、 同 じ く 国 指

定 重 要 文 化 財 ・ 十 一 面 観音 菩 薩 立 像 、

唐 と う

招 し ょ う

提 だ い

寺
じ

の

国 指 定 重 要 文 化 財 ・ 如 来形 立 像 ﹇ ト ル ソ ー ＝ 胴 体だ け の 彫 像 ﹈  、 大 安 寺 の国 指 定 重 要 文 化 財 ・ 伝 馬頭 観 音 菩 薩 立 像 （ ５ 月
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日 ま で の 展 示 ） や 、 西 大寺 、 法 華 寺 に 伝 わ る 品 が展 示 。 大 安 寺 の 馬 頭 観 音菩 薩 立 像 は 、  （ ２ 面 へ ）

県 立 美 術 館 で 「 奈 良 大 和 路 の み ほ と け 」
会 場 は さ な が ら 「 小 さ な 巡 礼 地 」～ ６ 月 ９ 日

特 別 展 「 奈 良 大 和 路 の み ほ と け ― 令 和 古 寺
巡 礼 」 が 、 県 立 美 術 館 で 始 ま っ た 。 会 期 は ６月 ９ 日  （ 日 ）  ま で 。
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昨 年 も 川 棚 の ク ス の 森 を 訪 ね た

会  期  は ６ 月 ９ 日 ま で 先
日 、 主 人 の 誕 生 日 でし た 。  「 何 か 欲 し い

も の あ っ た ら 言 っ て ね 」ウ イ ン ド ウ シ ョ ッ ピ ン グす る 度 、 私 の 買 っ た も ので 両 手 い っ ぱ い に な り まし た 。 主 人 は Ｔ シ ャ ツ １枚 で し た 。

（ 平 川 、 Ｈ ）

発
酵 商 品 づ く り が 趣 味な 夫 。 今 の 季 節 、 我

が 家 は 手 作 り キ ム チ が 大活 躍 ！

今 年 こ そ ジ ャ ム

や チ ー ズ に 挑 戦 し た い そう 。 美 味 し い も の に 目 がな い の で 、 今 か ら ワ ク ワク 。

（ 周 南 市 政 所 、 Ｍ ）

久
し ぶ り に 会 っ た 友 達に 「 若 が え っ た ？ 」

と 言 わ れ た ！

バ ン ザ イ

… 何 も し て な い け ど 。

（ 佐 山 、 Ｎ ）

お
正 月 用 に 私 が 作 っ た黒 豆 と 田 作 り を 一 才

四 カ 月 の 孫 娘 が パ ク パ ク食 べ て 、 ま だ し ゃ べ ら ない の に も っ と も っ と と 欲し が る の に は び っ く り 。

（ 大 歳 、 Ｍ ）

コ
ロ ナ 以 来 、 今 年 の お正 月 は 総 勢

1 1人 で 楽

し く 顔 を 合 わ せ る こ と がで き ま し た 。 コ ロ ナ 禍 で生 ま れ た 孫 は 「 初 め ま して ！ 」 の 人 も 多 く 、 元 気で 会 え る 幸 せ に 感 謝 で した 。

（ 宮 野 、 Ｓ ）

先
日 、 温 泉 好 き の ４ 才の 甥 っ 子 た ち と 千 人

湯 へ 行 っ た 時 の こ と 。 甥っ 子 と 楽 し く 温 泉 に 入 っ

て い る と 、 遠 く か ら 手 を降 っ て く る 人 の 姿 が 見 えま し た 。 て っ き り 甥 っ 子に 振 っ て い る の か と 思 って い た ら 、 近 づ い て 来て 、 何 と 、 私 の 中 ・ 高 時代 の 後 輩 だ っ た の で す 。思 わ ぬ 場 所 で の 再 会 に ビッ ク リ 爆 笑 で し た 。

（ 湯 田 、 Ｋ ）

年
末 年 始 娘 家 族 が 帰 省し 、 大 に ぎ わ い 。 わ

ん こ に 乗 り た い ２ 才 児 、ゲ ー ム 対 決 の 小 １ 二 人 、お 化 粧 に 興 味 シ ン シ ン の小 ４ 。 家 中 ど ろ ぼ う で も入 っ た か の 様 な あ り さ ま（ 笑 ） で も み ん な 元 気 で楽 し ん で く れ て 、 大 満 足な じ じ と ば ば で し た 。

（ 阿 東 、 Ｎ ）

ス
ー パ ー の レ ジ に て 。先 に 並 ん で い た 私 の

前 に 、 割 り 込 ん で 入 っ てき た 高 齢 男 性 が お ら れ まし た 。 諦 め か け て い たら 、 レ ジ の 方 が 一 言 「 こち ら の 方 （ 私 ） が お 先 です の で 、 順 番 を お 守 り くだ さ い ！ 」 と そ の 方 に 言っ て 下 さ っ た 事 。 そ の 方を 採 用 さ れ て い る ス ー パー の 事 が 好 き に な り ま した 。

（ 平 川 、 Ｍ ）

最
近 子 ど も が ド ラ ゴ ンボ ー ル Ｚ に は ま っ て

い ま す 。 自 分 が 子 ど も の時 に 見 て い た ア ニ メ を いっ し ょ に み て い ま す 。 楽し い ア ニ メ は い つ 見 て も

楽 し い で す ！（ 防 府 市 牟 礼 今 宿 、 Ｏ ）お
う ち 時 間 で 断 捨 離 をは じ め ま し た 。 物 が

少 な く な る と 、 そ う じ をし た い っ て 気 持 ち に な りま す 。 不 思 議 で す ね ！

（ 徳 地 、 Ｉ ）

先
日 久 々 に 文 房 具 店 に行 く こ と が 有 っ て

… 。 気 付 く と 子 供 の 頃 に戻 り あ れ こ れ 見 て る だ けで た の し く っ て … 。 し ばら く す る と 万 年 筆 を 買 って 書 き た く な っ て … 。 レタ ー セ ッ ト 、 郵 便 局 で シー ル タ イ プ の 可 愛 い 切手 。 友 人 に ラ イ ン も い いけ ど 手 紙 っ て 新 鮮 と 喜 ばれ ま し た 。 世 の 中 コ ロ ナに な っ て 悪 い こ と ば か りじ ゃ な く っ て 気 付 け て 家生 活 も ち ょ っ と は い い かも ！

と 思 っ て し ま い ま

し た 。

（ 阿 知 須 、 Ｙ ）

最
近 、 キ ャ ン プ が 人 気（ ブ ー ム ） で 、 友 人

が キ ャ ン プ に は ま っ て 、犬 と 猫 を 車 に の せ て キ ャン プ に 出 か け て い る そ うで す 。 犬 と 猫 は 一 緒 に ねる の で け ん か は な い よ うで す 。 い つ も 全 員 無 事 に帰 っ て く る の で ホ ッ と して ま す が 、 ど う い う 状 態で キ ャ ン プ し て い る の か… ？

（ 大 歳 、 Ｕ ）

こ
の ま え 久 し ぶ り に 綺麗 な 虹 を 観 る こ と が

で き ま し た 。 し か も 、 とて も 濃 く は っ き り と 、 そし て ２ 段 も ！

一 緒 に 観

た 人 た ち と 賑 や か に 会 話も 弾 み 、 二 重 の 喜 び に 新年 早 々 幸 せ な 気 持 ち に なり 、 と て も 嬉 し く な り まし た 。

（ 大 内 、 Ｋ ）

夕
食 に カ レ ー を 作 る こと に な っ て 、 祖 母 が

目 の 前 に じ ゃ が い も が 沢山 入 っ た 段 ボ ー ル を 置 き皮 む き 担 当 を し た の で すが … 。 お し ゃ べ り に 夢 中に な っ た り 、 物 思 い に ふけ っ て い る 間 に 、 気 が つい た ら ボ ー ル に 山 盛 り のじ ゃ が い も を 丸 裸 に … ！む き す ぎ た 可 愛 い エ ピ ソー ド に 親 せ き と 大 笑 い しま し た 。

（ 吉 敷 、 Ｔ ）

月 に ６ 才 の 息 子 と サッ カ ー 観 戦 に 行 き ま

し た 。 チ ケ ッ ト を 購 入 した 際 に 選 手 の 一 覧 を も らっ た の で 一 緒 に 見 て い ると 、 息 子 に 「 大 谷 翔 平 さん は い な い の ？ 」 と 言 われ て 大 笑 い し ま し た 。 野球 観 戦 の 方 が 良 か っ た かも し れ ま せ ん 。

（ 美 祢 市 美 東 町 、 Ｎ ）

先
日 近 く で サ ル の 親 子づ れ を 見 か け ま し

た 。 野 菜 を 食 べ た り 悪 いこ と も す る の で す が 、 子ザ ル が か わ い か っ た です 。

（ 仁 保 、 Ｙ ）

娘
か ら し た ら の 楽 し い出 来 事 ら し い の で す

が 、 私 が 主 人 を 朝 目 覚 めて か ら 夜 寝 る ま で ず っ と注 意 し て い る 様 子 が と ても 楽 し い 様 で 、 主 人 と して は お こ ら れ な い よ う に気 を 付 け て い る つ も り がな ぜ か 何 を し て も 注 意 され る と い う 二 人 の や り 取り が 何 と も 言 え な い よ うで す ！

あ る 意 味 、 ほ の

ぼ の 感 が 幸 せ で も あ る よう で す 。

（ 陶 、 Ｏ ）

去
年 の 秋 、 ひ ざ を 痛 めて 入 院 し た

7 9才 の

母 。 入 院 す る 際 は 痛 み でま っ 青 だ っ た 母 の 顔 が 、１ 週 間 後 面 会 に 行 っ た ら顔 色 も よ く 思 っ た よ り 元気 に な っ て び っ く り 。 さ

ぞ か し よ く 効 く 注 射 か 薬を 処 方 し て も ら っ た と 思い き や 「 こ こ （ 病 院 ） のリ ハ ビ リ の 先 生 は イ ケ メン ば っ か り ！ 」 と 母 。 これ が 一 番 効 い た み た い です 。

（ 大 歳 、 Ｓ ）

先
日 、 孫 が 「 サ ン タ さん に プ レ ゼ ン ト お 願

い す る な ら 何 が い い ？ 」と 、 い き な り の 質 問 。 さあ 、 何 が い い か な 、 ば あち ゃ ん は 〝 ピ ン ピ ン コ ロリ 〞 の い い も の は な い かな 、 と 言 っ た と こ ろ 、 それ は 何 だ ど ん な も の か ？と … 。

（ 阿 知 須 、 Ｓ ）

主
人 と 先 日 、 高 野 山 へ行 き ま し た 。 日 頃 結

構 歩 い て い る と 思 っ て いた こ と 、 ま ち が い で した 。 旅 行 、 体 力 、 必 要 です 。 楽 し か っ た で す 。

（ 小 郡 、 Ｏ ）
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（ １ 面 よ り ） 通 常 は 公 開
さ れ ず

嘶 い な な き

堂 ど う

に 安 置 さ れ て

い る 「

天 て ん

平 ぴ ょ う

の 秘 仏 」 だ 。

「 奈 良 公 園 周 辺 ・ 春 日 ・
柳 生 エ リ ア 」 か ら は 、 東大 寺 の 国 宝 ・ 弥 勒 仏 坐 像（

2 9日 か ら ５ 月

1 2日 ま で

の 展 示 ）  、 興 福 寺 （ 伝来 ） の 国 指 定 重 要 文 化財 ・ 持 国 天 立 像 や 、 新 薬師 寺 、 法 徳 寺 、 南 明 寺 に伝 わ る 品 が 紹 介 。 東 大 寺の 弥 勒 仏 坐 像 は 、 同 寺 の大 仏 製 作 の た め に 試 作 され た と い う 伝 承 か ら 「 試み の 大 仏 」 の 通 称 で 親 しま れ て い る 。
「 山 の 辺 ・ 飛 鳥 ・ 當 麻

エ リ ア 」 か ら は 、 長 谷寺 、 岡 寺 、 當 麻 寺 に 伝 わる 品 が 展 示 さ れ て い る 。
仏 像 以 外 で は 、 絵 画 や

工 芸 品 な ど が 紹 介 。 さ らに 、 奈 良 市 出 身 で 「 大 和
「 や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツ

ア ー 〜 巨 木 と 過 ご す 癒 しの ひ と と き 」 の 参 加 者 が募 集 さ れ て い る 。 山 口 県内 の 巨 木 を バ ス で 巡 る 日帰 り ツ ア ー で 、 開 催 日 は５ 月

1 5日  （ 水 ）  。

当 日 は 、 午 前 ８ 時

2 0分

ま で に 維 新 百 年 記 念 公 園
（ 山 口 市 維 新 公 園

4） に

集 合 。 別 府 弁 天 池 ・ 厳 島神 社 の 巨 樹 群 （ 美 祢市 ）  、 長 者 ヶ 森 （ 同 ）  、 神功 皇 后 神 社 の イ チ イ ガ シ
（ 同 ）  、 川 棚 の ク ス の 森（ 下 関 市 ） の ４ カ 所 を 、

樹 木 医 と と も に 巡 る 。 同公 園 へ の 帰 着 は 、 午 後 ５時 の 予 定 だ 。
参 加 費 は ５ 千 円 で 、 昼

食 代 と 保 険 料 も 含 ま れる 。 申 し 込 み は 、 は が きに 参 加 者 全 員 （ ２ 人 まで ） の 郵 便 番 号 、 住 所 、氏 名 （ ふ り が な ）  、 生 年月 日 、 電 話 番 号 を 明 記し 、 〒 ７ ５ ３

－

０ ８ ２ １

山 口 市 葵 ２

－

５

－

6 9

（ 公 財 ） や ま ぐ ち 農 林 振興 公 社

緑 化 企 画 室 へ 。

2 3日  （ 火 ）  消 印 有 効 。 定 員
は

4 0人 で 、 応 募 者 多 数 の

場 合 は 抽 選 。 路 」 を 撮 り 続 け た 写 真家 ・ 入 江 泰 吉 （ １ ９ ０ ５

－

１ ９ ９ ２ ） に よ る 、 １
９ ６ ０ 年 代 か ら

8 0年 代 に

か け て 撮 影 さ れ た

2 0枚 の

写 真 も 並 ぶ 。
開 館 時 間 は 午 前 ９ 時 か

ら 午 後 ５ 時 ま で （ 入 場 は４ 時 半 ま で ）  。 観 覧 料 は一 般 １ ７ ０ ０ 円 、 学 生 とシ ニ ア （

7 0歳 以 上 ） は １

５ ０ ０ 円 。 毎 週 月 曜 は 休館 だ が 、

2 9日 ・ ５ 月 ６希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・
話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、
郵 便 番 号 、 住 所 、 年 代 、 電 話 番 号 、 メ ー
ル ア ド レ ス を 明 記 し 、 は が き （ 宛 先 は 題
字 横 参 照 ） ま た は 応 募 フ ォ ー ム で サ ン デ
ー 山 口 「 奈 良 大 和 路 の み ほ と け 」 係 へ 。
3 0 日 （ 火 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 、 商 品 の 発
送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト
「 奈 良 大 和 路 の み ほ と け 」

招 待 券 ペ ア ５ 組

応  募  フ ォ ー  ム

日 ・ ６ 月３ 日 は 開館 す る 。

バ  ス  ツ  ア ー 参 加 者 募 集 中

「 巨 木 と 過 ご す 癒 し の ひ と と き 」

会 期 中 、 各 種 関 連 イ ベ
ン ト も 開 か れ る 。

薬 師 寺 の 大 谷 徹 奘 執 事
長 に よ る ス ペ シ ャ ル ト ーク 「 雪 舟 に あ こ が れ た 画僧 ・ 古

と 薬 師 寺 」 は 、

2 7日  （ 土 ）  午 後 ２ 時 か ら ３
時 半 ま で 。 本 展 出 品 作 品「 薬 師 寺 縁 起 絵 巻 」 の 作者 ・

明 み ょ う

誉
よ

古
こ

か ん

は 、 雪 舟 の

絵 に も 学 ん だ と 言 わ れ てい る 。 古

の 研 究 者 と し

て も 知 ら れ る 大 谷 執 事 長が 、 山 口 と 薬 師 寺 と を つな ぐ 話 を す る 。 聴 講 希 望者 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト（

htt
ps:

/
/

y-
p

a
m.j

p
/

special/
mihotoke/ ） の 応

募 フ ォ ー ム な ど か ら 申 し込 む 。
記 念 講 演 会 「 仏 教 美 術

の 黎 明 期

－ 〈 奈 良 美 術 〉

誕 生 物 語 」 は 、 ５ 月

1 2日

（ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ３ 時 半ま で 。  「 奈 良 美 術 成 立 史論 」  （ 中 央 公 論 美 術 出版 ） を は じ め 、 奈 良 の 諸寺 院 と 寺 宝 に つ い て 多 数の 著 作 で 知 ら れ る 大 橋 一章 早 稲 田 大 名 誉 教 授 が 話す 。 当 日 先 着 順 。
本 展 の 監 修 者 で 元 奈 良

国 立 博 物 館 の 研 究 員 で もあ る 関 根 俊 一 帝 塚 山 大 客員 教 授 と 美 祢 市 出 身 で 奈良 市 観 光 大 使 を 務 め る 倉橋 み ど り さ ん に よ る 記 念対 談 「 奈 良 大 和 路 の 古 寺を た ず ね て 」 は 、 ５ 月

1 9

日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ３ 時半 ま で 。 奈 良 を 散 策 す る際 に 知 っ て お く と 楽 し いト リ ビ ア な ど も 教 え て もら え る 。 当 日 先 着 順 。
ど の イ ベ ン ト も 聴 講 は

無 料 。 会 場 は 県 立 山 口 図書 館 レ ク チ ャ ー ル ー ム（ 山 口 市 後 河 原 ） で 、 定員 は １ ５ ０ 人 だ 。 問 い 合わ せ は 県 立 美 術 館 （

☎
０

８ ３

－

９ ２ ５

－

７ ７ ８

８ ） へ 。
ま た 、 大 谷 徹 奘 さ ん に

よ る 講 演 会 が 、

2 7日 午 後

６ 時 か ら 山 口 市 菜 香 亭 でも 開 か れ る 。 演 題 は 「 心の し く み と 幸 せ の 法 則 」で 、 昼 と は 全 く 違 っ た テー マ の 話 を 聞 く こ と が でき る 。 聴 講 は 無 料 で 、 定員 は 先 着

5 0人 。 申 し 込

み ・ 問 い 合 わ せ は 菜 香 亭（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３

３ １ ２ ） へ 。

関 連 イ ベ  ン ト

５ 月  １ ５ 日

 １ 行 記 事 「 切 手 趣 味 週 間 ミ ニ 切 手 展 」 が 、 山 口 後 河 原 郵 便 局 で ２ ６ 日 （ 金 ） ま で 。 日 本 の 世 界 遺 産 、 国 宝 、 浮 世 絵 を 題 材 に し た 記 念 切 手 約 ４ ０ ０ 種 類 が 会 場 に ズ ラ リ 。
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と きと こ ろ料 金

コ ン サ ー ト

お 知 ら せ

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ４ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 し め 縄 奉 納 」鰐 石 の 重 岩 の し め 縄 が 張 り 替 え ら れ 、  神 職 の お 祓 い に よ  っ  て 新 し く な り ま し た 。  地 元 の 有 志 に よ  っ  て 毎 年 こ の時 期 に 行 わ れ て い ま す が 、  近 年 で は 藁 の 調 達 も 難 し く な  っ  て い る よ う で す が 、  い つ ま で も 続 け て ほ し い で す 。

撮 影 者 ： 岡 本 公  一  さ ん  （ 山 口 市 ）

撮 影 日 ： ２ ０ ２ ３ 年

3月

1 8日

撮 影 場 所 ： 山 口 市 鰐 石 町

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 9日  ︵ 金 ︶  ~

2 1日

︵ 日 ︶  :

春 の 大 宝 飾 展

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 2日

︵ 月 ︶  :

深 沢 幸 雄 ・ ミ ズ テ

ツ オ 二 人 展 ― 共 鳴 す る 魂

次 回 は 4 月 2 4 日 掲 載

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

４ 月

2 9日

（ 月 ・ 祝 ）

1 4時 サ ビ エ ル

記 念 聖 堂

荒 川 順 美 （ ソ

プ ラ ノ ） 寺 岡 恵 美 （ オ ルガ ン ） 献 金

☎
０ ８ ３

－

９

２ ０

－ １ ５ ４ ９

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

サ ン デ ー 伝 言 板

は 、 無 料 も し く は 低 料 金で ご 利 用 い た だ け ま す 。お 申 し 込 み は 、 ウ ェ ブ サ

イト （

https://
w

w
w.

s
u

n
d

a
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y
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g
u

c
hi.

co.jp/ ） か ら 。

2 0 2 9

４ 月

3 0日  （ 火 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

次 回 は

５
月

2 8日  （ 火 ）  開 催 予 定 で す ♪

４ 月

3 0日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」
（
新 山 口 駅 在 来 線 口

こ こ と 小 郡 店 前

）

１ 家 族 １ ０ ０ 円（ 保 険 料 な ど ）

ゆ っ た り と し た 空 間 で 、 絵
本 の 読 み 聞 か せ や 音 楽 に 触 れる 機 会 が あ り 、 と て も 充 実 した 時 間 で し た 。 コ ー プ 商 品 を使 っ た お 料 理 も い た だ き 、 大変 美 味 し く お 母 さ ん 方 と も 気軽 に お 話 を す る こ と が で き て嬉 し か っ た で す 。（ ペ ン ネ ー ム

  

Ｙ  ・  Ｋ さ ん ）

ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想

▲  コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や ま

ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ま す 。急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 あ らか じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上げ ま す 。
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る

ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 いの 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空間 を 提 供 す る 場 で す 。
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も Ｏ

Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、 お 友 だ ち を つ く りた い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０

（ 月 〜 金

９ 時 〜

1 8時 ）

 １ 行 記 事 や ま ぐ ち 献 血 ル ー ム Ｆ ｏ ｒ ｙ ｏ ｕ （ 山 口 市 野 田 ） で 、 野 菜 の 摂 取 状 態 と 血 管 年 齢 の わ か る イ ベ ン ト 。 ２ ２ 日 （ 月 ） と ２ ３ 日 （ 火 ） の 午 後 ２ 時 か ら ４ 時 ま で 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 １ ７ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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